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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

境内に建つ楠正成像。観心寺は楠氏の菩提寺で
あり、正成は少年期を同寺で過ごした　　　　

石割氏の講演を熱心に聞く参加者
＝１月27日、Ｍ＆Ｄホール　　　

　

原
因
除
去
療
法
と
し
て
の

歯
周
基
本
治
療
を
適
切
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
歯
周
病
の

進
行
を
阻
止
し
、
歯
周
組
織

の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が

歯
科
医
学
的
に
可
能
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
原
因
除
去
療
法
だ
け
で

は
、
歯
周
病
に
よ
り
失
わ
れ

た
歯
周
組
織
を
思
い
通
り
に

再
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

近
年
、
歯
根
膜
中
に
「
歯

周
組
織
幹
細
胞
」
が
存
在
す

る
と
の
考
え
を
基
に
、
種
々

の
歯
周
組
織
再
生
療
法
が
開

発
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
治
療
法

の
い
く
つ
か
は
す
で
に
臨
床

の
現
場
で
一
定
の
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
治
療

法
に
加
え
て
、
サ
イ
ト
カ
イ

ン
を
歯
周
外
科
時
に
局
所
応

用
す
る
こ
と
で
歯
周
組
織
の

再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
試
み

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
我
わ

れ
の
研
究
室
で
は
、
塩
基
性

線
維
芽
細
胞
増
殖
因
子
（
Ｆ

Ｇ
Ｆ
―
２
）
と
よ
ば
れ
る
サ

イ
ト
カ
イ
ン
を
歯
周
外
科
時

に
歯
槽
骨
欠
損
部
に
局
所
投

与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
周

病
に
よ
り
失
わ
れ
た
歯
周
組

織
の
再
生
を
促
進
す
る
、
次

世
代
の
歯
周
組
織
再
生
療
法

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

２
０
０
１
年
よ
り
Ｆ
Ｇ
Ｆ

―
２
の
歯
周
組
織
再
生
誘
導

効
果
並
び
に
安
全
性
の
検
討

を
目
的
と
し
た
第
Ⅱ
相
臨
床

治
験
、
第
Ⅲ
相
臨
床
治
験
が

順
次
展
開
さ
れ
た
結
果
、
ヒ

ト
の
２
壁
性
お
よ
び
３
壁
性

歯
槽
骨
欠
損
に
対
し
、
０
・

３
％ 

Ｆ
Ｇ
Ｆ
―
２
製
剤

日
時　

３
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

が
、
投
与
９
カ
月
後
に
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
上
で
統
計
学
的

に
有
意
な
歯
槽
骨
新
生
を
誘

導
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、
細
胞
移
植
治
療

に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
我
わ
れ
の
研
究
室
で

は
、
脂
肪
組
織
か
ら
採
取
さ

れ
た
間
葉
系
幹
細
胞
を
歯
周

組
織
欠
損
部
に
移
植
す
る
こ

と
に
よ
り
、
失
わ
れ
た
歯
周

組
織
の
再
生
を
促
す
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
歯

周
組
織
再
生
誘
導
を
目
指
し

た
サ
イ
ト
カ
イ
ン
療
法
・
細

胞
移
植
療
法
の
開
発
の
現
状

と
将
来
展
望
を
、
先
生
方
と

共
に
俯
瞰
し
た
い
。

　

臨
床
学
術
部
は
１
月
27

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
接
遇

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
石
割
郁

子
氏
を
講
師
に
「
患
者
を
モ

れ
て
い
た
。

　

伝
承
で
は
平
城
京
遷
都

（
７
１
０
年
）
よ
り
少
し
前

の
７
０
１
年
、
役

え
ん
の

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

の
開
創
だ
そ
う
だ
。
同
時
代

の
も
の
に
神
峯
山
寺
（
高

槻
）、
松
尾
寺
（
和
泉
）
も

あ
る
が
、
同
じ
く
役
行
者
開

創
と
な
っ
て
い
る
。
少
し
年

代
が
下
が
る
金
剛
寺
（
河
内

長
野
）、
久
安
寺
（
池
田
）、

家
原
寺
（
堺
）
も
、
み
な
大

仏
建
立
に
貢
献
し
た
行

ぎ
ょ
う

基き

開
創
と
あ
る
。
ど
れ
も
、
当

時
の
有
名
な
人
を
開
創
と
し

て
い
る
か
ら
怪
し
い
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
国
分
寺

は
７
４
１
年
か
ら
で
あ
る
か

ら
そ
の
古
さ
が
わ
か
る
。

　

同
寺
の
近
く
に
は
大
和
川

へ
注
ぐ
石
川
が
流
れ
て
お

り
、
近
く
に
船
着
き
場
も
あ

っ
た
。
堤
氏
に
よ
る
と
、
こ

う
し
た
古
寺
は
、
後
の
時
代

の
高
野
山
、
比
叡
山
な
ど
と

違
っ
て
、
交
通
の
便
の
良
い

交
通
の
便
の
悪
さ
が
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
私
の
勝
手
な

妄
想
な
の
で
、
お
許
し
願
い

た
い
。
明
治
ま
で
は
、
米
の

生
産
量
と
人
口
が
一
致
し
て

い
た
。
そ
れ
に
古
代
は
、
技

術
面
で
、
水
を
容
易
に
コ
ン

も
み
ご
と
な
棚
田
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
で
は
考
え

に
く
い
が
、
ほ
か
と
比
べ
て

人
口
の
多
い
地
区
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
、
少
な
く
と
も
米

が
多
く
と
れ
た
こ
と
で
豊
か

な
地
区
だ
っ
た
か
ら
寺
も
で

き
た
と
思
う
。

も
近
い
こ
の
地
は
便
利
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

境
内
は
広
す
ぎ
て
拝
観
料

収
入
だ
け
で
は
手
入
れ
が
行

き
届
か
な
い
感
じ
が
し
た
。

た
ま
た
ま
だ
っ
た
が
、
も
の

す
ご
く
お
年
を
召
し
た
和
尚

さ
ん
が
本
堂
か
ら
出
て
こ
ら

れ
た
の
で
、
許
可
を
も
ら
い

本
堂
の
中
へ
入
る
こ
と
が
か

な
っ
た
。
も
の
す
ご
く
古
い

仏
像
な
ど
が
、
手
に
取
れ
る

所
に
置
か
れ
て
い
た
。
静
か

で
涼
し
か
っ
た
の
で
、
し
ば

ら
く
、
ぼ
ー
と
独
り
座
っ
て

い
た
。
仏
像
の
盗
難
が
多
い

時
勢
、
中
に
入
れ
た
の
は
、

思
わ
ぬ
幸
運
で
あ
っ
た
。

 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

　

時
代
は
下
っ
て
、
南
北
朝

時
代
に
は
楠
氏
の
菩
提
寺
と

な
っ
た
。
戦
死
し
た
正
成
の

首
塚
も
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の

一
帯
が
楠
氏
の
所
領
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
時
的

に
南
朝
の
天
皇
の
御
座
所
だ

っ
た
こ
と
か
ら
も
、
吉
野
と

と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
た
と

い
う
。
た
だ
、
現
在
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
化
が
進
ん
だ
河
内
長

野
に
あ
っ
て
も
、
山
の
中
で

あ
る
。
こ
の
寺
の
大
き
さ
と

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
棚
田
が
基

本
で
あ
る
。
大
阪
平
野
と
い

っ
た
平
野
の
中
心
部
で
は
コ

メ
は
作
れ
な
か
っ
た
。
観
心

寺
周
辺
で
は
川
に
沿
っ
て
今

　

河
内
長
野
市
に
あ
る
寺
で

あ
る
。
作
家
で
も
あ
る
元
西

武
百
貨
店
社
長
の
堤
清
二
氏

の
本
で
古
寺
と
し
て
紹
介
さ

ン
ス
タ
ー
に
し
な
い
接
遇
と

は
～
ク
レ
ー
ム
の
初
期
対
応

と
安
全
管
理
と
し
て
の
接
遇

の
基
本
」
を
開
催
し
た
。
午

が
つ
か
な
い
た
め
、
第
三
者

（
患
者
）
の
目
線
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
大
事
と
指

摘
。
具
体
的
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
掲
示
板
、

水
ま
わ
り
、
高
い
所
、
カ
ウ

ン
タ
ー
の
整
理
・
整
頓
、
ゴ

ム
手
袋
を
つ
け
た
ま
ま
で
歩

い
て
い
な
い
か
な
ど
を
挙

げ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
院

内
を
撮
影
し
て
み
る
こ
と
で

問
題
点
の
発
見
に
つ
な
が
る

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

石
割
氏
は
、「
接
遇
は
第

一
印
象
で
決
ま
る
」
と
述

べ
、
あ
い
さ
つ
、
返
事
、
笑

顔
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
で
最
初
か
ら
ク
レ
ー

マ
ー
（
モ
ン
ス
タ
ー
）
と
思

い
対
応
し
な
い
と
指
摘
。
患

者
の
要
求
に
対
し
、
ま
ず
は

「
共
感
」
す
る
こ
と
が
大
切

と
述
べ
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
、
枕

詞
が
重
要
と
語
っ
た
。

前
・
午
後
合
わ
せ
て

97
人
が
参
加
し
た
。

　

石
割
氏
は
、「
５
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清

掃
・
清
潔
・
躾
）」の

徹
底
は
安
全
管
理
の

基
本
で
あ
る
と
強
調

し
、
医
療
事
故
、
感

染
対
策
、
患
者
ト
ラ

ブ
ル
防
止
と
安
全
な

環
境
を
整
え
る
事
が

で
き
る
と
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
、
日
頃

見
慣
れ
て
い
て
「
５

Ｓ
」
の
問
題
点
に
気

モ
ン
ス
タ
ー
に
し
な
い
接
遇

石
割
氏 

〝
５
Ｓ
〟徹
底
を
強
調

臨床・学術部

３
月
度
生
涯

研 

修 

抄 

録

歯周病で失った骨の再生治療
サイトカイン療法と細胞移植治療の融合を目指して
村上伸也（大阪大学大学院歯学研究科口腔分子免疫制御学講座

歯周病分子病態学・歯周病診断制御学　　　　　　）

期　

間　

 

２
月
27
日
（
水
）
～
３
月
13
日
（
水
）

時
間
帯　

 

一
人
に
つ
き
２
時
間　

①
10
時
～ 

②
13
時
～

　
　
　
　

③
15
時
～

会　

場　

保
険
医
会
館

担　

当  

協
会
顧
問
税
理
士
団
及
び
経
税
部

会　

費　

 

原
則
２
万
円
（
医
業
以
外
の
所
得
や
複
数
人
数
分

の
ご
相
談
に
は
別
途
費
用
が
生
じ
ま
す
）

※
医
業
以
外
の
所
得
（
譲
渡
等
）
が
あ
る
場
合
は
、
予
約
時

に
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い

個
人
事
業　

確
定
申
告
個
別
相
談
会（
事
前
予
約
制
）

日
時　

３
月
２
日
（
土
）
午
後
５
時
～
８
時　
　

会
場　

ク
レ
オ
大
阪
中
央
（
天
王
寺
区
）

会
費　

２
千
円　
　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

講
師　

富
永
千
嘉
氏
（
料
理
研
究
家
）　
　

献
立　

 

牡
蠣
ご
は
ん
、
白
身
魚
の
な
た
ね
焼
き
、
え
び
団
子

の
お
吸
い
物
、
変
わ
り
お
ろ
し
和
え
、
桜
も
ち

定
員　

 

16
人
（
先
着
順
、
２
月
26
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）

男
の
料
理
教
室

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

角
谷
安
規
子
氏
（
関
西
医
科
大
学
形
成
外
科
学
講
座

研
究
員
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
終
了
後
、
ラ
ン
チ
女
子
会
を
開
き
ま
す
（
参
加
費
無
料
）

歯
科
医
師
対
象 

医
療
人
の
た
め
の
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
講
座

大
阪
市
内
全
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

川
端
重
忠
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

細
菌
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

口
腔
領
域
の
微
生
物
感
染
症　

up-to-date

人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
も
ふ
く
め
て

北
大
阪
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
～
９
時

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室

（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

宮
内
修
平
氏
（
北
区
開
業
、
元
大
阪
大
学
歯
学
部
助

教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

60
人

審
美
歯
冠
補
綴
臨
床
と
支
台
歯
形
成
―
Ｍ
Ｉ
を
考
え
な
が
ら

三
島
地
区
総
会
・
記
念
文
化
講
演

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場　

 

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
第
２
会
議
室

（
各
線
高
槻
駅
か
ら
徒
歩
７
分
）

講
師　

上
田
秀
人
氏
（
八
尾
市
開
業
、
時
代
小
説
家
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

郷
土
の
武
将
を
通
じ
て
天
下
人
を
見
る

247

楠
氏
縁
の
古
寺
で
歴
史
妄
想

観
心
寺
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